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６月定例会
一般質問
行政視察研修



１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
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１
２
３
４
５
６
７
８
９
00
１
12

新たな水処理プラント（上北沢排水処理場）

問
　
デ
マ
ン
ド
交
通
車
両
へ
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
内
容
は
。

答
　
ふ
る
さ
と
納
税
企
業
か
ら

の
寄
附
金
を
充
当
し
て
、
デ
マ

ン
ド
交
通
車
両
３
台
に
ラ
ッ
ピ

ン
グ
す
る
。

問
　
無
線
放
送
設
備
の
更
新
事

業
の
実
施
設
計
委
託
の
仕
様
内

容
と
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
令
和
８
年
度
に
実
施
設
計

業
務
を
発
注
し
、
設
備
更
新
工

事
は
令
和
９
年
度
か
ら
10
年
度

に
行
う
予
定
。

補正
予算

問
　
新
方
式
の
本
格
稼
働
に
伴

い
今
後
の
指
定
管
理
施
設
の
運

営
方
針
は
。

　答
　
現
在
の
施
設
管
理
体
制
を

ど
こ
ま
で
維
持
で
き
る
か
不
透

明
で
あ
り
、
今
後
の
実
証
試
験

の
結
果
に
よ
り
対
応
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
　
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
の
修
繕

に
90
万
円
計
上
し
て
い
る
が
、

現
在
、
機
械
の
状
態
と
貸
し
出

し
は
可
能
か
。

答
　
現
在
エ
ン
ジ
ン
が
動
か
な

い
状
態
で
あ
り
、
多
く
の
方
の

申
込
み
が
あ
り
、
早
急
に
修
理

を
行
い
貸
し
出
し
し
て
い
く
。

6月定例会

無線放送更新
　実施設計に着手

デ
マ
ン
ド
交
通

　
令
和
８
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
２
日
か
ら
４
日
ま
で
の

３
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
た
。

　
村
長
提
出
案
件
は
、
同
意
12
件
、
承
認
１
件
、
条
例
一
部
改

正
３
件
、
令
和
８
年
度
予
算
の
補
正
３
件
、
専
決
処
分
の
報
告

５
件
、
報
告
１
件
の
全
25
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
た
。
　

答 問
無
線
放
送
設
備
更
新

答 問

答

◎歳　入
　ふるさと納税寄附金 ････ 150万円
　村債 ････････････････ 1,050万円

補正の主なもの

主
な
質
疑

◎歳　出
　無線放送更新実施設計委託料
　　　 ････････････････ 1,050万円
　デマンド交通車両ラッピング ･･･ 150万円

上
北
沢
・
楳
田
処
理
施
設

答

ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー

答 問

問

おおひら議会だより （２）第209号（令和８年７月30日）



問
　
物
価
高
騰
に
よ
り
今
回
も

追
加
補
正
だ
が
、
今
後
の
見
通

し
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
食
材
の
物
価
高
騰
が
収
ま

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
状
況
に
応

じ
た
補
正
が
必
要
と
考
え
る
。

問
　
令
和
７
年
度
ふ
る
さ
と
納

税
の
件
数
と
寄
附
金
額
は
い
く

ら
か
。

答
　
個
人
の
寄
附
金
が
１
０
５

件
、
２
１
０
万
円
、
企
業
の
寄

附
金
が
10
件
、
１
４
１
０
万
円

で
あ
り
、
合
計
１
１
５
件
、
金

額
は
１
６
２
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

問
　
地
方
債
の
補
正
で
普
通
貸

借
ま
た
は
証
券
発
行
や
利
率
が

５
％
以
内
と
あ
る
が
、
具
体
的

内
容
で
記
入
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
　
令
和
７
年
度
は
、
普
通
貸

借
で
借
入
金
利
は
３
％
で
あ
っ

た
。
今
年
度
は
借
入
金
利
等
が

確
定
し
て
い
な
い
た
め
、
５
％

以
内
と
し
て
い
る
。

専決
処分

多くの企業から寄附をいただきました

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
を

充
当
し
た
事
業
内
容
は
。

　
寄
附
金
も
使
途
を
明
確
に
し

て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ら
れ
た
い
。

答
　
村
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
、
ひ
ら
麻
呂
グ
ッ
ズ
、

大
衡
塾
の
経
費
に
充
当
し
た
。

　
企
業
に
は
今
後
も
働
き
か
け

を
し
て
い
き
た
い
。

企業版ふるさと納税
　令和７年度大幅な伸び

学
校
給
食
費

地
方
債

答 答 問問

◎歳　入
　地方交付税 ･･･････････････････ 2,567万円
　ふるさと納税寄附金 ･･･････････ 1,169万円
　基金繰入金 ･････････････････ △3,610万円

補正の主なもの

◎歳　出
企業立地促進奨励金 ･････････････ 1,551万円

主

　な

　質

　疑

ふ
る
さ
と
納
税

答 問

答 問

（３） おおひら議会だより 第209号（令和８年７月30日）
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任　期 ３年（令和８年７月20日～令和11年７月19日）

行政区

衡　 上

衡中東

衡　 下

大瓜上

大瓜下

駒　 場

氏　　名

石　川　良　昭

渡　邊　順　一

佐　野　清　美

石　川　儀　郎

中　川　篤　志

跡　部　　　 勉

新・再任の別

新任

新任

新任

新任

新任

再任

行政区

大　 森

奥　 田

蕨 　崎

松　 原

衡 　東

衡　上

氏　　名

吉　田　和　也

大　石　明　宏

千　葉　悦　子

菱　沼　達　也

関　内　秀　樹

細　川　美奈子

新・再任の別

新任

新任

再任

再任

再任

再任

任命
同意 農業委員の任命農業委員の任命

問
　
ク
マ
対
策
の
事
業
内
容

は
。

答
　
柿
の
木
伐
採
経
費
で
あ

り
、
前
年
度
申
し
込
み
の
残

分
が
１
８
７
本
、
今
年
度
申

し
込
み
が
98
本
、
合
計
２
８

５
本
の
伐
採
を
予
定
し
て
い

る
。

問
　
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

は
必
要
経
費
の
み
取
り
崩
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
残
額
分

を
予
備
費
に
追
加
補
正
す
る

の
は
予
算
編
成
に
お
い
て
適

切
か
。

答
　
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ

は
通
常
１
千
万
円
単
位
で
し

て
お
り
、
今
回
２
千
万
円
を

繰
り
入
れ
て
、
残
額
は
予
備

費
に
追
加
す
る
。

問
　
入
札
参
加
は
何
社
か
、

購
入
台
数
の
根
拠
、
納
入
時

期
は
。

答
　
１
社
の
随
意
契
約
で
あ

り
県
内
共
同
購
入
す
る
も
の
。

　
購
入
台
数
は
５
月
１
日
現

在
の
小
・
中
学
校
児
童
生
徒

数
５
１
５
台
と
予
備
77
台
で

あ
る
。

　
納
入
期
限
は
令
和
９
年
２

月
26
日
で
あ
る
。

財産
取得 小・中学校タブレット更新小・中学校タブレット更新

専決
報告 クマ対策に 1,500万円クマ対策に 1,500万円

7月臨時会

　農業委員12名を任命することについて、議会の同意を求められ全員賛成で同意した。

ク
マ
対
策

答 問答 問

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
購
入

答 問

主

　な

　質

　疑

おおひら議会だより （４）第209号（令和８年７月30日）



※会議録は大衡村議会ウェブサイトで閲覧
　できます。

質問者一覧表
鈴　木　和　信
・毎戸にタブレット導入の検討を
・防災・減災に強い村づくりを
・農業機械バンクの創設を

小　川　克　也
・樹木粉砕機等の貸出拡充を
・クマ・防犯対策に防犯カメラ設置等の強化を

早　坂　美　華
・太陽光発電施設設置にともなう村への影響と対策は
・学校周辺に防犯カメラの増設を

石　川　　　敏
・学校教育の課題へどう取り組んでいくのか

文　屋　裕　男
・小・中一貫校の実現はあるか
・村道大原下原線の改修を望む

赤　間　しづ江
・無線放送の内容のあり方検討を
・人材育成基金の活用策は

佐　野　英　俊
・キャンプ場の利用状況を問う
・地区計画の進捗状況を問う

皆さんが選んだ議員がどのような質
問・発言をしているのか、村の執行
部がどのような施策を考えているの
か、是非議場で傍聴してみませんか。

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

９月１日（火）
次の定例会は

からの予定です

次の定例会は

からの予定です

議会を

傍聴してみませんか

7名の議員が村政を問う

一般
質問

（５） おおひら議会だより 第209号（令和８年７月30日）



まだ使用できる中古農機

問
　
無
線
放
送
の
更
新
を
迎
え
る
が

聴
く
時
代
か
ら
い
つ
で
も
見
ら
れ
る

情
報
化
社
会
に
対
応
す
る
複
合
型
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
検
討
を
し
て
は
。

村
長
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電

話
へ
の
情
報
発
信
が
現
実
的
で
あ
る
。

問
　
防
衛
の
基
幹
的
設
備
で
あ
り
、

予
算
的
に
は
２
千
台
買
っ
て
村
民
が

使
い
こ
な
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

村
長
　
維
持
費
等
は
村
の
負
担
と
な

り
導
入
以
降
も
お
金
が
か
か
る
。

問
　
公
式
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
等
の
登
録
者
数
や
閲
覧
者
数
は
。

村
長
　
令
和
７
年
度
は
23
万
９
千
件

の
閲
覧
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
２
千
人
弱
と
多

く
の
方
に
利
用
が
あ
る
。

問
　
農
業
機
械
を
手
放
す
農
家

と
買
い
た
い
農
家
の
橋
渡
し
を

支
援
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
　
村
と
し
て
は
考
え
て
い

な
い
。

問
　
農
業
機
械
が
壊
れ
て
、
や

む
を
得
ず
リ
タ
イ
ヤ
す
る
兼
業

農
家
を
支
援
し
な
け
れ
ば
、
基

幹
産
業
の
維
持
が
難
し
い
の
で

は
な
い
か
。
　

答
　
　
主
業
的
農
家
が
62
戸
、

副
業
的
農
家
が
１
９
６
戸
で
あ

る
が
、
そ
の
よ
う
な
要
望
は
な

い
。

問
　
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
実
態

は
ど
の
よ
う
に
育
成
し
て
い
る
の
か
。

村
長
　
現
在
98
名
の
防
災
指
導
員
を

各
地
区
に
配
置
し
て
い
る
。

問
　
地
区
の
特
色
を
生
か
し
た
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
し
て
い
る
の

か
。

村
長
　
地
区
ご
と
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
を
計
画
し
て
い
く
。

　
　

問
　
平
成
24
年
に
配
布
し
た
非
常
用

持
出
袋
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
村
で
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
補
充
や
交
換
の
チ
ェ
ッ
ク
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

村
長
　
チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
て
家
庭

ご
と
に
補
充
や
交
換
を
お
願
い
し
て

い
る
た
め
、
村
と
し
て
は
特
に
し
て

い
な
い
。

答
一般質問村政を問う

現時点では考えていない
毎戸にタブレット導入の検討を

すず　き　　　かずのぶ

鈴木　和信 議員

村
長 無

線
放
送
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ

問村
長

村
長

問ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
利
用

問

問問

村
長

村
長

村
長

村
長

問問 問村
長

村としては考えていない
農業機械バンクの創設を

防
災・減
災
に
強
い

村
づ
く
り
を

人
と
物
の
両
面
で

支
援
す
る

おおひら議会だより （６）第209号（令和８年７月30日）



使用申込みが多いウッドチッパー

問
　
リ
モ
コ
ン
式
自
走
草
刈
機

の
利
用
者
は
年
々
減
っ
て
い
る
。

雑
草
除
去
を
目
的
と
し
た
新
た

な
機
器
の
支
援
に
転
換
す
る
考

え
は
ど
う
か
。

村
長
　
草
刈
り
作
業
の
省
力
化

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援

が
良
い
か
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　
近
年
、
侵
入
窃
盗
犯
罪
が

急
増
し
て
い
る
。

　
対
策
と
し
て
、
家
庭
用
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
費
用
を
補
助
す
る

考
え
は
ど
う
か
。

村
長
　
県
で
は
防
犯
カ
メ
ラ
の

の
適
切
な
設
置
と
運
用
を
推
進

し
て
い
る
。
村
で
も
先
進
事
例

な
ど
を
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

問
　
全
国
的
に
ク
マ
の
出
没
や

侵
入
窃
盗
犯
罪
が
相
次
ぎ
、
過

去
に
例
を
み
な
い
ほ
ど
甚
大
な

被
害
が
多
発
し
て
い
る
。
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
の
考

え
は
。

村
長
　
不
安
に
思
う
住
民
が
多

く
い
る
中
、
何
が
効
果
的
な
の

か
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　
Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
や
ク
マ
出
没

ア
ラ
ー
ト
機
能
を
活
用
し
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
住
民
へ
ク
マ
出

没
情
報
を
周
知
で
き
な
い
か
。

村
長
　
無
線
放
送
な
ど
で
出
来

る
限
り
迅
速
に
周
知
喚
起
し
て

い
き
た
い
。

問
　
環
境
保
全
と
作
業
の
効
率

化
を
図
る
た
め
の
、
ウ
ッ
ド
チ

ッ
パ
ー
と
リ
モ
コ
ン
式
自
走
草

刈
機
の
貸
し
出
し
実
績
は
。

村
長
　
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
は
令

和
５
年
度
27
回
、
６
年
度
24
回
、

７
年
度
21
回
。

　
リ
モ
コ
ン
式
自
走
草
刈
機
は

令
和
５
年
度
７
回
、
６
年
度
４

回
、
７
年
度
２
回
で
あ
る
。
　

問
　
ウ
ッ
ド
チ
ッ
パ
ー
は
、
申

請
者
が
多
く
予
約
待
ち
が
発
生

し
て
い
る
。
台
数
や
貸
し
出
し

期
間
を
見
直
し
、
円
滑
に
貸
し

出
し
が
で
き
な
い
か
。

村
長
　
購
入
し
て
か
ら
８
年
が

経
過
し
、
老
朽
化
し
て
い
る
状

況
で
も
あ
る
。
今
後
の
方
向
性

を
慎
重
に
考
え
て
い
く
。
　

慎重に考えていく
ウッドチッパーの貸出拡充を

村
長

問

一般質問 村政を問う

貸
出
状
況

問

村
長

円
滑
な
運
用

問

新
規
機
器

村
長

問

村
長 防

犯
対
策

問村
長

村
長

やまもと　　しん　ご

山本　信悟 議員
はやさか　　　み　か

早坂　美華 議員
すず　き　　　かずのぶ

鈴木　和信 議員
　お　がわ　　かつ　や

小川　克也 議員

　お　がわ　　かつ　や

小川　克也 議員

　さ　の　　　ひでとし

佐野　英俊 議員
あか　ま　　　　　え

赤間しづ江 議員
ぶん　や　　　ひろ　お

文屋　裕男 議員
ほそかわ　　うんいち

細川　運一 議員
えんどう　　まさいち

遠藤　昌一 議員
　さ　さ　き　きん　や

佐々木金彌 議員
いしかわ　　　　さとし

石川　　敏 議員
たかはし　　ひろゆき

髙橋　浩之 議員

情
報
周
知

問 ク
マ
と
防
犯
対
策
強
化
を

効
果
的
な
対
策
を
検
討
し
た
い

（７） おおひら議会だより 第209号（令和８年７月30日）



太陽光パネル周辺の適正な維持管理を

問
　
小
・
中
学
校
周
辺
の
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
と
管
理
体

制
は
。

村
長
　
県
条
例
の
考
え
に
準
じ

て
、
開
発
事
業
者
に
対
し
適
切

な
対
応
を
求
め
て
い
る
。

問
　
自
然
豊
か
な
大
衡
村
を
守

る
た
め
に
条
例
や
規
制
の
必
要

性
は
な
い
か
。

村
長
　
本
村
独
自
の
条
例
は
制

定
せ
ず
、
関
係
法
令
に
基
づ
き

環
境
保
全
や
安
全
性
の
確
保
を

図
っ
て
い
く
。

問
　
本
村
に
お
け
る
事
業
用
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
件
数
は
。

　村
長
　
本
村
で
把
握
し
て
い
る

の
は
届
出
義
務
の
あ
る
38
件
で

あ
り
、
全
体
数
の
把
握
は
し
て

い
な
い
。

問
　
ト
ラ
ブ
ル
等
が
あ
っ
た
際

の
対
応
の
た
め
、
全
体
数
を
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

村
長
　
村
独
自
の
規
制
が
な
い

た
め
、
把
握
す
る
方
法
が
な
い
。

　問
　
森
林
開
発
を
行
う
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
設
置
は
災
害
リ
ス
ク

が
あ
る
。
環
境
保
全
対
策
の
考

え
は
。

教
育
長
　
小
・
中
学
校
と
も
に

敷
地
内
に
設
置
し
て
お
り
、
学

校
の
職
員
室
で
管
理
し
て
い
る
。

　
国
道
４
号
線
の
地
下
道
に
も

設
置
し
て
お
り
、
役
場
で
監
視

し
て
い
る
。

問
　
近
年
凶
悪
化
す
る
犯
罪
や

増
加
す
る
獣
害
リ
ス
ク
も
踏
ま

え
防
犯
カ
メ
ラ
を
増
設
で
き
な

い
か
。

教
育
長
　
安
心
・
安
全
を
向
上

さ
せ
る
対
策
の
一
つ
だ
が
住
民

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
懸
念

も
あ
り
、
課
題
の
整
理
と
慎
重

な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
　

　

答
一般質問村政を問う

住民の安全確保を最優先
太陽光発電の影響と対策は

問 教
育
長

教
育
長

問 学
校
周
辺
に
防
犯
カ
メ
ラ
を

慎
重
な
対
応
が
必
要

はやさか　　　み　か

早坂　美華 議員

設
置
状
況

問

問

問村
長

村
長

村
長

村
長

環
境
保
全

問

おおひら議会だより （８）第209号（令和８年７月30日）



楽しい学校生活を（大衡中学校スポーツフェスティバル）

問
　
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
の

不
登
校
者
数
な
ど
の
現
状
と
学

校
や
教
育
委
員
会
で
は
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長
　
令
和
７
年
度
の
不
登

校
児
童
生
徒
数
は
、
小
学
校
が

11
名
、
中
学
校
が
22
名
で
あ
る
。

　
学
校
で
は
不
登
校
の
要
因
や

背
景
を
確
認
し
、
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
心
の
ケ
ア
ハ
ウ

ス
と
連
携
し
な
が
ら
、
一
人
ひ

と
り
に
対
応
し
て
い
る
。

問
　
教
育
委
員
会
で
は
登
校
で

き
な
い
子
ど
も
の
た
め
心
の
ケ

ア
ハ
ウ
ス
「
き
き
ょ
う
ル
ー

ム
」
を
開
設
し
て
い
る
が
児
童

生
徒
や
保
護
者
へ
の
支
援
状
況

と
そ
の
成
果
は
。

問
　
学
力
向
上
対
策
と
し
て
村

営
の
「
大
衡
塾
」
を
民
間
に
委

託
し
て
い
る
が
塾
の
実
施
状
況

や
具
体
的
な
成
果
は
。

教
育
長
　
塾
は
小
学
校
４
〜
６

年
生
、
中
学
校
３
年
生
を
対
象

に
し
て
令
和
３
年
度
か
ら
開
設

し
て
い
る
。

　
参
加
者
は
夏
期
小
学
生
が
76

人
、
中
学
生
が
79
人
で
あ
り
、

冬
期
は
中
学
生
22
人
で
在
籍
児

童
生
徒
の
約
40
％
が
参
加
し
て

い
る
。

　
学
力
調
査
の
結
果
、
全
国
平

均
値
と
の
差
も
小
さ
く
な
り
学

力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

塾
は
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た

い
。

問
　
本
村
に
お
け
る
子
ど
も
の

出
生
数
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、

小
・
中
学
校
の
学
級
編
成
も
１

学
年
１
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
の
小
・
中
学
校
の
学
校

編
成
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
児
童
生
徒
数
は
減
少

し
て
お
り
、
将
来
的
な
小
・
中

学
校
の
再
編
に
向
け
て
教
育
委

員
会
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

教
育
長
　
令
和
７
年
度
の
来
所

支
援
は
小
学
生
２
名
、
中
学
生

４
名
に
行
っ
た
。
う
ち
小
学
生

１
名
、
中
学
生
２
名
が
学
校
に

復
帰
し
た
。

　
学
校
で
の
別
教
室
登
校
も
行

い
な
が
ら
保
護
者
へ
の
相
談
も

引
き
続
き
対
応
し
て
い
く
。

　
小
・
中
一
貫
教
育
の
利
点
は

大
き
い
と
考
え
て
お
り
、
施
設

一
体
型
の
小
・
中
一
貫
校
や
１

年
生
か
ら
９
年
生
ま
で
の
義
務

教
育
学
校
の
見
学
や
情
報
収
集

を
行
い
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

　村
長
　
教
育
委
員
会
や
幼
小
中

と
の
連
携
の
も
と
、
村
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
よ
り

良
い
教
育
に
努
め
て
い
き
た
い
。

村の宝である子どものために
学校教育への取り組みは

一般質問 村政を問う

不
登
校
対
策

問心
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス

問

学
力
向
上

問教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

村
長

学
校
編
成

問

いしかわ　　　　さとし

石川　　敏 議員

やまもと　　しん　ご

山本　信悟 議員
はやさか　　　み　か

早坂　美華 議員
すず　き　　　かずのぶ

鈴木　和信 議員
　お　がわ　　かつ　や

小川　克也 議員
　さ　の　　　ひでとし

佐野　英俊 議員
あか　ま　　　　　え

赤間しづ江 議員
ぶん　や　　　ひろ　お

文屋　裕男 議員
ほそかわ　　うんいち

細川　運一 議員
えんどう　　まさいち

遠藤　昌一 議員
　さ　さ　き　きん　や

佐々木金彌 議員
いしかわ　　　　さとし

石川　　敏 議員
たかはし　　ひろゆき

髙橋　浩之 議員

（９） おおひら議会だより 第209号（令和８年７月30日）



改修が望まれる村道大原下原線

問
　
村
総
合
計
画
の
実
施
計
画

に
本
路
線
の
改
良
工
事
計
画
が

あ
っ
た
が
工
事
着
工
が
い
ま
だ

に
な
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

｠

村
長
　
第
６
次
総
合
計
画
の
実

施
計
画
の
対
象
に
な
っ
て
い
た

が
、
毎
年
の
検
討
の
結
果
計
画

年
度
が
先
送
り
さ
れ
て
き
た
。

　
先
日
地
区
の
方
々
か
ら
改
め

て
改
修
を
望
む
要
望
書
が
提
出

さ
れ
た
。

問
　
本
路
線
は
駒
場
と
大
森
を

結
ぶ
生
活
道
路
で
あ
る
。
改
良

工
事
の
早
期
着
手
が
で
き
な
い

か
。

村
長
　
村
全
体
の
村
道
路
線
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
実
情
や
必
要
財
源
の
確
保
な

ど
を
総
合
的
に
検
討
し
対
応
し

て
い
く
。
　

問
　
村
内
の
小
・
中
学
校
を
一

貫
校
に
移
行
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

教
育
長
　
将
来
的
な
小
・
中
学

校
の
再
編
に
向
け
て
教
育
委
員

会
で
検
討
や
議
論
を
進
め
て
い

問
　
一
貫
校
と
し
て
校
舎
を
建

て
替
え
た
場
合
の
財
源
の
見
通

し
は
。

教
育
長
　
校
舎
を
新
築
や
増
設

す
る
場
合
は
国
の
補
助
金
が
対

象
に
な
る
。
補
助
率
は
２
分
の

１
で
あ
り
、
残
り
は
村
負
担
と

な
る
。

　

問
　
現
在
の
大
衡
小
・
中
学
校

の
児
童
生
徒
数
は
。

　教
育
長
　
令
和
８
年
度
の
小
学

校
児
童
数
は
３
３
７
人
、
中
学

校
生
徒
数
は
１
７
８
人
で
あ
る
。

問
　
大
衡
小
学
校
に
今
後
入
学

す
る
児
童
数
は
何
人
を
想
定
し

て
い
る
か
。

教
育
長
　
令
和
９
年
度
44
人
、

10
年
度
32
人
、
11
年
度
33
人
、

12
年
度
26
人
、
13
年
度
21
人
、

14
年
度
19
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

る
。
本
村
は
小
学
校
１
校
、
中

学
校
１
校
の
た
め
小
・
中
一
貫

教
育
の
利
点
は
大
き
い
と
考
え

て
い
る
。

　
移
行
時
期
は
新
た
に
校
舎
の

新
築
や
改
修
を
行
う
場
合
は
６

〜
７
年
を
要
す
る
見
込
み
で
あ

る
。

　
一
貫
校
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト

が
大
き
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、

２
〜
３
年
後
に
移
行
す
る
こ
と

も
考
え
て
い
る
。

答
一般質問村政を問う

将来に向け検討している
小・中一貫校の実現はあるか

ぶん　や　　　ひろ　お

文屋　裕男 議員

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

問問

村
長

問

一
貫
校
へ
の
移
行

問

校
舎
建
設
財
源

問

村
長

問 村
道
大
原
下
原
線
の

改
修
工
事
を

財
源
を
見
て

検
討
す
る

おおひら議会だより （10）第209号（令和８年７月30日）



放送開始から50年になる無線放送

問
　
広
報
、
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
お
知
ら
せ
の
媒
体
は
多
種
多

様
で
、
ど
こ
で
も
瞬
時
に
情
報

を
得
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
。
防

災
無
線
本
来
の
目
的
に
沿
っ
た

放
送
内
容
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

｠

問
　
有
線
放
送
か
ら
無
線
放
送

に
な
っ
た
の
は
昭
和
54
年
で
、

そ
の
歴
史
は
50
年
に
な
る
。
放

送
設
備
老
朽
化
の
た
め
、
令
和

９
年
度
に
施
設
設
備
の
更
新
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
住
民
生
活
も
多
様
化
し
て
お

り
、
こ
の
機
会
に
放
送
内
容
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
考
え
は
。

｠
村
長
　
定
時
放
送
時
刻
等
は
、

「
大
衡
村
無
線
放
送
施
設
管
理

に
関
す
る
規
則
」
で
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
住
民
か
ら
特
段
の
意
見
は
な

く
定
着
し
て
お
り
、
放
送
時
刻

や
内
容
に
つ
い
て
現
時
点
で
の

変
更
は
考
え
て
い
な
い
。
村
民

に
お
知
ら
せ
し
た
い
内
容
を
中

心
と
し
て
お
り
、
今
後
と
も
正

確
で
分
か
り
や
す
い
放
送
に
努

め
て
い
く
。

問
　
基
金
を
活
用
し
た
事
業
の

実
施
状
況
は
。

｠

村
長
　
大
衡
中
学
校
の
修
学
旅

行
に
合
わ
せ
た
芸
術
鑑
賞
、
テ

ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
座
費
用
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
豊
か
な
表
現
力
、
社
会
人
と

し
て
の
マ
ナ
ー
を
学
び
、
生
徒

か
ら
も
好
評
を
得
て
い
る
。
　

問
　
基
金
の
目
的
を
最
大
限
生

か
し
、
ど
う
活
用
を
図
っ
て
い

く
か
。

｠

村
長
　
今
年
１
月
に
開
催
さ
れ

た
人
材
育
成
基
金
運
営
委
員
会

で
は
、
中
学
校
部
活
動
へ
の
助

成
、
学
術
分
野
、
若
手
の
人
材

育
成
の
補
助
、
震
災
の
現
地
見

学
、
友
好
都
市
金
ヶ
崎
町
と
の

交
流
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
を
参
考
に
有
効
な
活
用

策
を
検
討
し
た
い
。

村
長
　
防
災
行
政
無
線
は
防
災
、

応
急
救
助
、
災
害
復
旧
を
主
た

る
目
的
と
し
、
平
常
時
に
は
一

般
行
政
事
務
に
使
用
で
き
る
無

線
局
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
は
定
め
て
い
な
い

が
、
こ
れ
に
沿
っ
て
運
用
し
て

い
る
。

現時点で変更は考えていない
無線放送のあり方検討を

村
長

一般質問 村政を問う

放
送
内
容
の
あ
り
方

問

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

村
長

村
長

問

問村
長

問

やまもと　　しん　ご

山本　信悟 議員
はやさか　　　み　か

早坂　美華 議員
すず　き　　　かずのぶ

鈴木　和信 議員
　お　がわ　　かつ　や

小川　克也 議員
　さ　の　　　ひでとし

佐野　英俊 議員
あか　ま　　　　　え

赤間しづ江 議員

あか　ま　　　　　え

赤間しづ江 議員

ぶん　や　　　ひろ　お

文屋　裕男 議員
ほそかわ　　うんいち

細川　運一 議員
えんどう　　まさいち

遠藤　昌一 議員
　さ　さ　き　きん　や

佐々木金彌 議員
いしかわ　　　　さとし

石川　　敏 議員
たかはし　　ひろゆき

髙橋　浩之 議員

人
材
育
成
基
金
の

活
用
策
は

委
員
の
意
見
を

参
考
に
検
討
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利用増が期待されるキャンプ場（入口ゲート周辺）

問
　
半
導
体
企
業
進
出
の
白
紙

撤
回
に
よ
り
、
県
と
の
協
議
が

進
ん
で
い
な
い
座
府
・
河
原
地

区
の
地
区
計
画
の
そ
の
後
は
。

｠

村
長
　
計
画
内
容
を
軌
道
修
正

せ
ざ
る
を
得
な
く
、
国
道
４
号

拡
幅
後
の
開
発
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
の
地

区
計
画
を
改
め
て
県
と
協
議
し

て
い
る
。

問
　
万
葉
ク
リ
エ
ー
ト
パ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
事
業
費
は
。

　村
長
　
令
和
４
年
か
ら
事
業
期

間
３
年
で
総
額
６
５
３
２
万
円

と
な
っ
た
。

問
　
計
画
の
事
業
費
は
３
９
５

０
万
円
で
は
な
か
っ
た
か
。

村
長
　
計
画
は
設
計
に
９
５
０

万
円
、
工
事
費
が
３
０
０
０
万

円
で
あ
っ
た
が
、
ト
イ
レ
の
整

備
費
な
ど
を
追
加
し
た
。
　

問
　
令
和
７
年
度
の
目
標
利
用

者
数
と
実
績
は
。
利
用
実
績
の

指
定
管
理
料
へ
の
影
響
は
。

村
長
　
利
用
者
数
の
目
標
は
、

３
６
０
０
人
で
実
績
は
３
５
２

人
で
あ
っ
た
。
指
定
管
理
料
は

問
　
五
反
田
・
亀
岡
地
区
の
民

間
事
業
者
開
発
の
進
捗
状
況
は
。

　｠村
長
　
開
発
事
業
者
が
用
地
の

境
界
立
ち
合
い
を
実
施
し
、
県

と
の
関
係
協
議
・
許
可
を
受
け

令
和
９
年
１
月
の
着
工
を
目
指

し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
　

契
約
期
間
５
年
間
は
固
定
で
、

利
用
実
績
は
影
響
し
な
い
。

問
　
利
用
実
績
が
少
な
す
ぎ
る
。

利
用
見
込
み
な
ど
試
算
に
甘
さ

が
あ
っ
た
の
で
は
。

村
長
　
コ
ロ
ナ
禍
で
一
人
キ
ャ

ン
プ
が
ブ
ー
ム
化
し
て
い
た
時

期
で
の
計
画
で
あ
っ
た
。
今
後
、

計
画
と
実
績
を
検
証
し
、
キ
ャ

ン
プ
場
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
す
る
。

答
一般質問村政を問う

想定以上に伸びていない
キャンプ場の利用状況は

座
府
・
河
原
地
区

問 問

村
長

村
長

問

村
長

問

問

村
長

村
長

※

指
定
管
理
料

施
設
の
管
理
運
営
を
民
間
事
業
者

や
第
三
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
団
体

（
指
定
管
理
者
）
へ
の
管
理
運
営

に
対
し
、
村
が
支
払
う
運
営
経
費

　さ　の　　　ひでとし

佐野　英俊 議員

五
反
田
・
亀
岡
地
区

事
業
費

村
長

問利
用
状
況

地
区
計
画
の

　進
捗
状
況
は

五
反
田
・

亀
岡
地
区
は

来
年
１
月
着
工
か
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◆調査目的：議会活性化・議会改革
具体的な取り組み内容
・議会活性化特別委員会を設置（令和７年）
・町民アンケート調査を実施
・町長への政策提言
決算審査において政策評価と成果検証を行い、
次年度への政策提言

・定例会ごとの一般質問のお知らせ
議会報告会のポスター掲示

◆調査結果
　多くの行政課題について議会としての意見や要
望を取りまとめ、統一した意思を政策提言してい
くことの大切さを改めて感じた。

◆調査結果
　早くから主権者教育に取り組み、若者の声をま
ちづくりに活かしている。18歳の町長選の投票率
が71％と高く、継続の成果と感じた。

◆調査目的：少年議会
取り組みの経緯
・若者に町への関心を持ってもらうため
・2003年から開始24年目
・少年町長、少年議員を公選で選出
対　　象：町内在住の中高生、
　　　　　遊佐町への通学高校生
構 成 員：少年町長１名、少年議員10名
公選方法：立候補受付→投票→当選証書交付
議　　会：年３回開催
内　　容：所信表明、一般質問、独自政策、
　　　　　視察研修、事業報告

視察年月日：令和８年７月１日～２日

議会運営

やまもと　　しん　ご

山本　信悟 議員
はやさか　　　み　か

早坂　美華 議員
すず　き　　　かずのぶ

鈴木　和信 議員
　お　がわ　　かつ　や

小川　克也 議員
　さ　の　　　ひでとし

佐野　英俊 議員
あか　ま　　　　　え

赤間しづ江 議員
ぶん　や　　　ひろ　お

文屋　裕男 議員
ほそかわ　　うんいち

細川　運一 議員
えんどう　　まさいち

遠藤　昌一 議員
　さ　さ　き　きん　や

佐々木金彌 議員
いしかわ　　　　さとし

石川　　敏 議員
たかはし　　ひろゆき

髙橋　浩之 議員

行政視察研修報告
やまのべまち

山形県　山辺町

ゆ　ざ　まち

山形県　遊佐町
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アイガモお仕事中（除草）

◆調査目的：特産品チャレンジ事業・
有機農業

具体的な取り組み内容
・新商品（試作品）開発事業
・加工・包装機械導入補助（補助率1/2）
・ウェブサイト作成等支援
・有機農業の推進（消費者ニーズに対応）
・完全売り切りを目指す

◆調査結果
　自ら顧客開拓し、コストは高いが無農薬・有機
栽培を拡大。背景には安全安心の食料供給で顧客
のニーズに合った新しい農業の原点を感じた。

◆調査目的：新規就農者研修施設
具体的な取り組み内容
・新規就農者を全国から募集（令和７年度７名）
・これまで延べ121名就農
・農業次世代人材投資事業（165万円支給）
・環境保全米に積極的に取り組む

◆調査結果
　コメの生産量全国２位、野菜・花・畜産と幅広
い農業を展開、今後は果樹就農にも力を入れる。
循環農業の先駆者であると感じた。

◆調査目的：スマート農業・環境保全米
具体的な取り組み内容
・生産の省力化・作業効率重視
・生産集団から農業法人の育成へ
・７施設のたい肥センターを有効活用した米づくり
・資材高騰からリタイアする農家も増えている

◆調査結果
　慣行栽培と環境保全米の価格差が少なく、生産
者のメリットが少ない。市の支援金が少ないと感
じた。

答

視察年月日：令和８年７月８日～10日

産業教育研修報告行政視察
おおがたむら

秋田県　大潟村

だいせん　し　

秋田県　大仙市

と　め　し　

宮城県　登米市
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◆調査目的：デマンド型交通
具体的な取り組み内容
・町民であれば誰でも利用可能
・平日４台／土日祝３台で毎日運行
・利用料金　乗合大人300円/子供100円
・運行委託料/利用人数
　3,973万円/27,200人

◆調査結果
　本村の委託料と比較すると、利用対象者の範囲、
運行日、運行台数のいずれにおいても高いサービ
ス水準を確保している。

◆調査目的：基地と共存するまちづくり
具体的な取り組み内容
・米軍/約8000人居住
・障害防止工事、住宅防音工事、移転補償等
・基地関係交付金/年間約35億円

◆調査結果
　国補助金等を確保し、教育や福祉、生活基盤整
備を推進し、民生安定策を構築している。

◆調査目的：子ども子育て
具体的な取り組み内容
・修学旅行費補助　小学生６万円/中学生12万円
・入学支援金　小学生５万円/中学生７万円/高校生６万円
・高校生通学費補助　年間５万円
・受験生灯油購入補助　中学３年生へ３万円

◆調査結果
　０歳から２歳児保育料無償化も加えて、その他
子育て支援が充実しており、県からの補助金も手
厚く、子育て支援策を強力に推進している。

視察年月日：令和８年７月15日～17日

総務民生 行政視察
ちょう

青森県　おいらせ町

み　さわ　し　

青森県　三沢市

なん ぶ ちょう

青森県　南部町
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　わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
、
水
泳

選
手
で
す
。

　水
泳
を
始
め
た
の
は
生
後
５
か

月
く
ら
い
の
時
で
、
そ
れ
か
ら
今

ま
で
ず
っ
と
が
ん
ば
っ
て
続
け
て

き
ま
し
た
。

梅
雨
に
入
っ
て
か
ら
日
本

列
島
各
地
で
大
き
な
地
震
や

台
風
、
豪
雨
に
よ
る
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

普
段
か
ら
災
害
へ
備
え
る

取
り
組
み
、
防
災
意
識
を
持

つ
こ
と
が
、
大
切
な
命
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と

感
じ
ま
す
。

　
　石
川

　敏

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

ふ
る
さ
と
美
術
館
で
ジ
ャ

ズ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
多

く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
ピ

ア
ノ
と
ベ
ー
ス
の
軽
快
な
リ

ズ
ム
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
46
年
間
の
会
社
員
生
活
を
卒
業

し
て
２
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
職

種
が
育
苗
培
養
土
の
開
発
部
門
だ

っ
た
の
で
、
野
菜
、
花
、
特
用
作

物
な
ど
の
育
苗
を
経
験
で
き
た
事

は
貴
重
な
技
術
的
財
産
に
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
珍
し
い
作
物
へ
の

好
奇
心
は
人
一
倍
旺
盛
な
の
で
、

食
べ
て
み
た
い
作
物
に
は
片
っ
端

か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
結
果
、
農

業
を
し
て
い
る
現
在
で
も
一
番
の

お
気
に
入
り
は
や
っ
ぱ
り
落
花
生

で
す
ネ
。

　
収
穫
後
の
乾
燥
、
調
整
は
面
倒

で
す
が
、
栽
培
の
手
間
が
掛
か
ら

ず
食
味
は
最
高
で
す
。
特
に
茹
で

落
花
生
は
極
上
で
す
ヨ
。

　
ニ
ン
ニ
ク
、
そ
ら
豆
、
生
姜
、

セ
ロ
リ
も
お
奨
め
で
す
。
又
、
果

樹
は
耐
寒
性
を
考
慮
す
れ
ば
皆
様

に
推
奨
で
き
る
の
は
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
（
ジ
ャ
ム
が
最
高
）
、
柚
子

（
調
味
料
は
勿
論
、
冬
場
の
柚
子

風
呂
は
い
い
で
す
よ
）
。
皆
さ
ん
、

大
衡
村
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を

最
大
限
有
効
活
用
し
て
、
庭
、
畑

の
片
隅
で
何
か
珍
し
い
野
菜
、
果

樹
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
楽

し
い
で
す
ヨ
。

野菜作りは楽しいですヨ！

あ
と
が
き

表
紙
写
真

大衡小学校　６年

滝口　煌季　さん
たきぐち　　こう　き

みんなの

　途
中
で
嫌
に
な
っ
た
り
、
苦
し

く
な
っ
た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
水
泳
を
や
め
た
い
と
思

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ら

い
練
習
に
耐
え
て
が
ん
ば
っ
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
絶
対
に
叶
え
た
い

夢
な
の
で
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
ど
ん
な
に
苦
し

く
て
も
き
つ
く
て
も
、
あ
き
ら
め

ず
に
県
大
会
入
賞
を
目
指
し
て
練

習
を
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

早
坂
　正
徳

早
坂
　正
徳
さ
ん
さ
ん

は
や
さ
か
　
　ま
さ
の
り

は
や
さ
か
　
　ま
さ
の
り

「
食
べ
た
い
野
菜
は

自
分
で
作
る
」

　私
の
将
来
の
夢
は
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ

ニ
ア
に
な
る
こ
と
で
す
。
小
学
校

高
学
年
の
時
独
学
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
始
め
、
コ
ー
ド
が
動
い
た

瞬
間
に
感
動
し
ま
し
た
。

　今
は
Ｊ
ａ
ｖ
ａ
と
い
う
言
語
で

マ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
サ
ー
バ
ー
プ
ラ

グ
イ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。
エ
ラ

ー
だ
ら
け
で
何
時
間
も
悩
む
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
完
成
し
た
と
き

の
達
成
感
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。

　こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
将
来

は
多
く
の
人
に
使
わ
れ
る
シ
ス
テ

ム
を
作
れ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
る

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
続

け
ま
す
。

　

大衡中学校　２年

堀籠　星羽　さん

ほりごめ　　せい　ら

お
お
ひ
ら
 議
会
だ
よ
り
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わ
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し
の
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Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
に

水
泳
大
会
を
目
指
し
て
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